
個票

個票

別紙様式第１　様式２ ①

（令和７年度予算分） 地域少子化対策重点推進交付金　実施計画書 （市町村分）

区分 一般メニュー

関連事業メニュー 1_1_3 出会いの機会・場の提供に関する取組

個別事業名 奈良市出会い・結婚支援事業
新規／継続
(一般財源での
実施も含む)

継続

自治体名 奈良県奈良市

本事業の担当部局名 子ども未来部子ども政策課

事業メニュー ライフデザイン・結婚支援重点推進事業

総事業費（Ａ）（円） 1,017,500 寄付金その他の収入予定額（Ｂ）（円） 0 差引額（Ａ-Ｂ）（円） 1,017,500

実施期間 令和8年4月1日 ～ 令和9年3月31日 事業開始年度 令和6年度

対象経費支出予定額（円）
※補助率を乗じる前の額

1,017,500

費
用
内
訳
（

円
）

区分 諸謝金 賃金 報償費 旅費 需用費 役務費

総事業費 0 0 0 0 0 0

0

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0 0

対象経費支出予定額 0 0 0 0 0

計

総事業費 1,017,500 0 0 0 1,017,500

区分 委託料 使用料及び賃借料 負担金 補助金

〇 ※上記対象経費支出予定額に本交付金の対象外となる経費は含まれていない。

自治体における少子化
対策の全体像及びその
中での本個別事業の位
置付け

＜自治体における少子化対策の全体像＞※全事業共通

「奈良市子どもにやさしいまちづくり条例」及び「同プラン」の、子どもにやさしいまちづくりはすべての人にとってやさしいまち
づくりにつながるという考えを基礎とし、過年度に引き続き、婚姻件数や婚姻率の低下に歯止めをかけるべく、「子ども・子育
て支援推進本部」において少子化対策の推進について検討し、ライフステージに応じた切れ目のない支援を行う。
また、EBPMを意識したうえで、より効果的な取組を実施するために、各世代への必要な調査研究や意見聴取、事業後の参
加者アンケート等を実施する。

＜本個別事業の位置付け＞

奈良市民及び奈良市への移住・定住を検討されている方を対象として、出会いと結婚を支援するセミナーやイベントを開催
する。内容の応じて、アクセス性が高いオンラインや即応性のある対面での機会提供を検討し、出会い・結婚支援を行うとと
もに、気運醸成を図っていく。

1,017,500

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0

対象経費支出予定額 1,017,500 0 0 0

＜過年度の本個別事業で浮かび上がった課題の分析及びそれに対する取組（ステップアップ）＞

オンラインによるセミナーとイベントを実施してきたところ、参加者アンケートから、実際の出会いにつながる対面の機会を望む声が得られたこと
から、実地によるセミナーやイベントについても、併せて検討・実施を行う。

個
別
事
業
の
内
容

番号 項目 内容

1

出会い・結婚支援イベ
ント等の実施

　出会いや結婚の支援として、各種ツールの活用方法や、自己成長や自己肯定感の向上につながる自己啓発
のセミナー等を開催することで、異性との出会いを考えるきっかけ作りを行う。
　また、趣味や興味・関心のあることなどを一つの共通点として、実際に異性と出会う・知り合うきっかけとなるイ
ベントを開催することで、参加者の支援を行うとともに、自治体によるイベント実施の情報拡散により、市域の気
運醸成を図る。
対象：市内在住・在学・在勤の18歳以上の独身者及びその保護者等
回数：セミナー2回（オンラインを含む）、イベント1回
時期：令和8年7月～12月（予定）
参加予定数：セミナー50～100名程度
　　　　　　イベント40名程度（男女各20名）



少子化対策全体の重要
業績評価指標(KPI)及び
定量的成果目標
※全事業共通

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

合計特殊出生率 1.30(R11) 1.11(R6)
婚姻率 3.4(R11) 3.1(R6)

個別事業の重要業績評
価指標(KPI)及び定量的
成果目標

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

番号 項目

参考指標
※全事業共通

項目 単位 直近の実績値（時点）

合計特殊出生率 1.11（R6）
婚姻件数 件 1,047（R6）

（アウトプット）

婚姻率 3.1（R6）

① イベントの参加者数 人 100（R8） 117（R7）
②

③

④

⑤

（アウトカム) 

① 交付金事業に対する事業対象者（住民等）の満足度（該当事業に限る。） ％ 95（R8） 95.8（R7）
② 希望どおりの結婚に向けて後押ししてくれたと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％ 90（R8） 87.5（R7）
③ 結婚、妊娠・出産、子育てに前向きになったと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％ 80（R8） 76.4（R7）
④

⑤

⑥

⑦

⑧



個票

個票

別紙様式第１　様式２ ②

（令和７年度予算分） 地域少子化対策重点推進交付金　実施計画書 （市町村分）

区分 一般メニュー

関連事業メニュー 3_1_1 その他、結婚、妊娠・出産、子育てに温かい社会づくり・気運醸成事業

個別事業名 奈良市子育て世代支援PR事業
新規／継続
(一般財源での
実施も含む)

継続

自治体名 奈良県奈良市

本事業の担当部局名 子ども未来部子ども政策課

事業メニュー 結婚_妊娠・出産_子育てに温かい社会づくり・気運醸成事業

総事業費（Ａ）（円） 1,419,200 寄付金その他の収入予定額（Ｂ）（円） 0 差引額（Ａ-Ｂ）（円） 1,419,200

実施期間 令和8年4月1日 ～ 令和9年3月31日 事業開始年度 平成24年度

対象経費支出予定額（円）
※補助率を乗じる前の額

1,419,200

費
用
内
訳
（

円
）

区分 諸謝金 賃金 報償費 旅費 需用費 役務費

総事業費 0 0 0 0 0 79,200

79,200

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0 0

対象経費支出予定額 0 0 0 0 0

計

総事業費 1,340,000 0 0 0 1,419,200

区分 委託料 使用料及び賃借料 負担金 補助金

〇 ※上記対象経費支出予定額に本交付金の対象外となる経費は含まれていない。

自治体における少子化
対策の全体像及びその
中での本個別事業の位
置付け

＜自治体における少子化対策の全体像＞※全事業共通

「奈良市子どもにやさしいまちづくり条例」及び「同プラン」の、子どもにやさしいまちづくりはすべての人にとってやさしいまち
づくりにつながるという考えを基礎とし、過年度に引き続き、婚姻件数や婚姻率の低下に歯止めをかけるべく、「子ども・子育
て支援推進本部」において少子化対策の推進について検討し、ライフステージに応じた切れ目のない支援を行う。
また、EBPMを意識したうえで、より効果的な取組を実施するために、各世代への必要な調査研究や意見聴取、事業後の参
加者アンケート等を実施する。

＜本個別事業の位置付け＞

子育てを応援する社会的機運の醸成として、奈良市が子育てしやすいまちであることや、子育て支援事業に積極的に取り
組んでいることを奈良市民はもとより全国に向かってPRし、子育て世代が奈良に住みたい、住み続けたいと感じるまちづく
りを目指し、本市の子育て支援事業に関する情報について広く周知を図る。

1,419,200

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 0

対象経費支出予定額 1,340,000 0 0 0

＜過年度の本個別事業で浮かび上がった課題の分析及びそれに対する取組（ステップアップ）＞

本市内部の少子化対策ワーキンググループにおいて、奈良市子育て支援施策が一定程度網羅的に実施されていることが確認された一方で、
それらのサービスの充実度が、市内外を問わず十分に伝わっていないのではないかという課題が明らかになったため、より効果的な周知を
行っていく方策を検討・実施していくにあたり、ブランディングや広報の専門家と連携する。

個
別
事
業
の
内
容

番号 項目 内容

1

着ぐるみのイベント出
演及び活動の紹介記
事作成

奈良市の子育て応援キャラクター（パパジーカ・ママジーカ）の着ぐるみを子育て世代が集まるイベント等に計5
回出演する。令和8年度は、引き続き様々な子育て世代向けイベントでの着ぐるみ出演機会を設け、また着ぐる
みの活動を紹介した記事を作成し、ホームページやSNSに掲載することで、結婚・子育ての機運醸成を図る情報
発信を行う。

2

結婚・子育て支援ブラ
ンディング

ブランディングや広報の専門家と連携し、子育て支援施策の効果的な打ち出し方についての検討と実践を図り、
結婚・妊娠・出産・子育てに関する気運を向上させるととともに不安の払拭と解消を行い、市域における自然増・
社会増を推進する。



少子化対策全体の重要
業績評価指標(KPI)及び
定量的成果目標
※全事業共通

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

合計特殊出生率 1.30(R11) 1.11(R6)
婚姻率 3.4(R11) 3.1(R6)

個別事業の重要業績評
価指標(KPI)及び定量的
成果目標

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

番号 項目

参考指標
※全事業共通

項目 単位 直近の実績値（時点）

合計特殊出生率 1.11（R6）
婚姻件数 件 1,047（R6）

（アウトプット）

婚姻率 3.1（R6）

① 着ぐるみのイベント出演回数 回 5（R8） 10（R7）
② 着ぐるみの活動紹介の情報発信数 件 5（R8） 10（R7）
③

④

⑤

（アウトカム) 

① 交付金事業に対する事業対象者（住民等）の満足度（該当事業に限る。） ％

② 希望どおりの結婚に向けて後押ししてくれたと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％

③ 結婚、妊娠・出産、子育てに前向きになったと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％

④ 子ども未来部SNSフォロワー合計数 件 12,000（R8） 10,589（R8.1）
⑤

⑥

⑦

⑧



個票

個票

別紙様式第１　様式２ ③

（令和７年度予算分） 地域少子化対策重点推進交付金　実施計画書 （市町村分）

区分 一般メニュー

関連事業メニュー 3_1_1 その他、結婚、妊娠・出産、子育てに温かい社会づくり・気運醸成事業

個別事業名 奈良市子ども・若者支援に係る実態調査等事業
新規／継続
(一般財源での
実施も含む)

継続

自治体名 奈良県奈良市

本事業の担当部局名 子ども未来部子ども政策課

事業メニュー 結婚_妊娠・出産_子育てに温かい社会づくり・気運醸成事業

総事業費（Ａ）（円） 7,032,400 寄付金その他の収入予定額（Ｂ）（円） 0 差引額（Ａ-Ｂ）（円） 7,032,400

実施期間 令和8年4月1日 ～ 令和9年3月31日 事業開始年度 平成27年度

対象経費支出予定額（円）
※補助率を乗じる前の額

6,927,400

費
用
内
訳
（

円
）

区分 諸謝金 賃金 報償費 旅費 需用費 役務費

総事業費 0 0 365,000 0 195,000 22,400

22,400

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 105,000 0

対象経費支出予定額 0 0 365,000 0 90,000

計

総事業費 6,450,000 0 0 0 7,032,400

区分 委託料 使用料及び賃借料 負担金 補助金

〇 ※上記対象経費支出予定額に本交付金の対象外となる経費は含まれていない。

自治体における少子化
対策の全体像及びその
中での本個別事業の位
置付け

＜自治体における少子化対策の全体像＞※全事業共通

「奈良市子どもにやさしいまちづくり条例」及び「同プラン」の、子どもにやさしいまちづくりはすべての人にとってやさしいまち
づくりにつながるという考えを基礎とし、過年度に引き続き、婚姻件数や婚姻率の低下に歯止めをかけるべく、「子ども・子育
て支援推進本部」において少子化対策の推進について検討し、ライフステージに応じた切れ目のない支援を行う。
また、EBPMを意識したうえで、より効果的な取組を実施するために、各世代への必要な調査研究や意見聴取、事業後の参
加者アンケート等を実施する。

＜本個別事業の位置付け＞

少子化対策を検討・実施するうえで、子ども・若者が将来に夢と希望を持ち、安心して成長又は子育てできる環境である
か、子育て世帯も含めた当事者の実情やニーズを調査・把握することで、切れ目のない支援の充実につなげる。
また、子ども・若者を権利の主体として尊重し、その意見を十分に聴く機会を創出することで、本市施策の有効性を高めると
ともに、当事者の自己肯定感や社会参画の意識向上を図り、結婚・出産を含めた将来の夢や希望を想像しやすい気運を醸
成する。

6,927,400

対象外経費支出予定額 0 0 0 0 105,000

対象経費支出予定額 6,450,000 0 0 0

3

奈良市子ども会議 子どもの意見表明及び参加する場として、市内在住の小学5年生から高校3年生までの子どもを対象とした「子ど
も会議」を、夏休み期間を中心に1回2時間6回程度開催する。子ども目線で考えたまちづくりを施策として検討す
ることで、より子どもにやさしい、子育てしやすいまちづくりを図る。

＜過年度の本個別事業で浮かび上がった課題の分析及びそれに対する取組（ステップアップ）＞

従来の奈良市子ども会議だけでは参加者や機会が限定的であることから、子ども・若者参画ファシリテーター派遣により拡充を行い、かつ奈良
市子ども・若者支援に係る実態調査で幅広く実態を調査し、多世代にわたって子育てに温かい社会づくりに必要な取組を検討する。

個
別
事
業
の
内
容

番号 項目 内容

1

奈良市子ども・若者支
援に係る実態調査

市内の子ども・若者・子育て世帯（想定人数 計9,000人）に生活状況や本市サービス等の活用状況、今後の利用
希望等を調査・確認することで、「奈良市子どもにやさしいまちづくりプラン」の関連事業の成果を検証し、本市の
支援がニーズにマッチしているかといった現状や課題、市民の実態等を明確にし、今後の新規施策の検討や既
存サービスの改善等を図っていく。

2

子ども・若者の参画
ファシリテーター派遣

子ども・若者と適切に関わる知見を有し、かつ様々な地域や居場所等におけるファシリテーションの経験が豊か
で専門性の高い講師を、本市の様々な部署における子ども・若者の声を聴取する場（会議やワークショップ等）
に招聘することで、本市の子ども・若者に関わる施策について、子ども・若者当事者の意見表明・社会参画の機
会の充実を図り、子どもが安心して育ち、将来に自身が子どもを育てたいと思える環境づくりを推進する。



少子化対策全体の重要
業績評価指標(KPI)及び
定量的成果目標
※全事業共通

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

合計特殊出生率 1.30(R11) 1.11(R6)
婚姻率 3.4(R11) 3.1(R6)

個別事業の重要業績評
価指標(KPI)及び定量的
成果目標

KPI項目 単位 目標値（時点） 現状値（時点）

番号 項目

参考指標
※全事業共通

項目 単位 直近の実績値（時点）

合計特殊出生率 1.11（R6）
婚姻件数 件 1,047（R6）

（アウトプット）

婚姻率 3.1（R6）

① アンケート回収率 ％ 40（R8） ―
② ファシリテーター派遣回数 回 5（R8） ―
③

④

⑤

（アウトカム) 

① 交付金事業に対する事業対象者（住民等）の満足度（該当事業に限る。） ％

② 希望どおりの結婚に向けて後押ししてくれたと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％

③ 結婚、妊娠・出産、子育てに前向きになったと感じた人の割合（該当事業に限る。） ％

④ 本市の子育て環境に対する不満足度 ％ 24.0（R11） 30.6（R6）
⑤ 子ども会議の満足度と自分の意見を言えた参加者の割合 ％ 82.5(R8)
⑥

⑦

⑧


